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A. 熱中症とはなにか？ 

体や周囲の高温・高熱 
によって生ずる異常 
の総称 
 

条件により症状が異なる 
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高体温では体温調節機能はストップする 

注意点 
 

40.5℃で体温調節 

機能障害 
 

41.5℃で発汗停止 
 

42℃で死の危険 
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ただし，37-38℃程度の熱で 

解熱剤を使うのはナンセンス！ 



    

近藤近藤クラブマネジャークラブマネジャーをを  
モデルモデルにに実技指導実技指導もも行行なったなった  



    

E: 熱中症の対処法 
1. 涼しい場所での安静 
 熱射病は冷却処置（救急車呼んでから） 
  氷のう（頭，腋の下，鼠径部），スプレー等 
 

2. 下肢をあげ，脳への血流確保． 
 

3. 意識が無い場合には舌や嘔吐物を詰まらせない 
 ように注意する．呼吸，脈拍にも注意！ 

 

4. 経口的に摂取可能なら塩分を含む水補給 
 500 mlに食塩大さじ一杯（4-5 g）が目安． 

 水道水は厳禁！ 
 

意識が戻らなければすぐ救急車！ 
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もしものもしもの時時はは、、  
正正しいしい判断判断とと冷静冷静なな行動行動をしましょうをしましょう！！  

鯉淵教授 
今回は、ありがとう 
ございました。 


